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B.調査依頼状例

社会福祉法人 ○○県身体障害者連合 2004 年 7 月 13 日

セルプ Z 園様

調査協力のお願い

徳島大学総合科学部助教授 樫田美雄

勤務先住所）〒770-8502 
徳島市南常三島 1-1 徳島大学総合科学部

電話・FAX）088-656-9308（大学研究室）

電子ﾒｰﾙ：kashida@ias.tokushima-u.ac.jp
共同作業者：徳島大学学部生 正島祐子ほか 3 名

今回は、○○○○様のご紹介でこのお願い文を書いております。はじめまして。私達、

佐々木実花、正島祐子、田中文恵、林佑香 4 名は、徳島大学総合科学部人間社会学科 3、4
年の学生です。

今年度は私どもの大学の社会調査実習で、「義肢装具の相互会話分析」をテーマに取り扱

っています。そこで、もし貴園利用者様、ご家族様、関連の医療関係者様及び各義肢装具

提供会社関係者様のお許しを頂けたならば、別紙企画書に基づいて義肢装具の装着場面に

関する調査研究をさせて頂きたく思っています。関係の皆様方からの必要な許諾が得られ

ない場合には、できる範囲でお願いし、無理強いをしないことをお約束いたします。是非

とも皆様にこの企画の意義と内容をご理解頂き、ご協力を賜ればさいわいに存じます。具

体的には以下のことをお願い致したく思っております。

①義肢装具利用者様のご自宅・ご職場等での活動風景のビデオ撮影

②医療現場でのビデオ撮影（医療機関に行かれる場合のみ）

③ビデオ撮影の補充としてのインタビューの御許諾

①、②、に関しての御許諾は、現状ではまだ判断がつきかねる、ということでしたら検

討課題ということで結構です。もし、見通しがあるということでしたら、実際的な日程と

訪問先の相談をさせて下さい。こちら側の都合ではございますが、撮影時には、2～3 台の

ビデオカメラを用いて複数方向から同時撮影を致したく思っています。注目する場面は《非

言語的コミュニケーション》がどのようにコミュニケーションの全体的なあり方のなかで

使われているかです。

なお、当然のことではございますが、プライバシーの保護には配慮いたします。皆様の

お名前ははっきりしたお許しの意思表明がない限り匿名化して表示し、集めたデータは研

究以外の用途には使わないことを堅くお約束します。また、研究の成果（『調査実習報告書』）

の提供もお約束します。

上記のような趣旨です。どうか我々の趣旨をお汲み取り頂き、調査にご理解・ご協力下

さいますよう、お願い申し上げます。


